
















































やフーゴ・リーマン（Hugo Riemann, 1849-1919）らによって打ち出された(Adler 1911; 
Riemann 1908)1。その後、パウル・ベッカー（Paul Bekker, 1882-1937）やドナルド・
ジェイ・グラウト（Donald Jay Grout, 1902-1987）、そしてリチャード・クロッカー
（Richard Crocker, 1927- ）、ヤン・ラルー（Jan LaRue, 1918-2004）、チャールズ・ロ
ーゼン（Charles Rosen, 1927-2012）らによって、様式分析は批判的に受け継がれ、最近
ではレナード・マイヤ （ーLeonard Meyer, 1918-2007）により理論化されている（Bekker 
1927; Grout 1960; Crocker 1966; LaRue 1970; Rosen 1971; Meyer 1989）2。 






































































































































































































































（The Beatles, 以下「ビートルズ」, 1960-1970）、エルヴィス・プレスリ （ーElvis Presley,
1935-1977）、マドンナ（Madonna, 1958- ）、マイケル・ジャクソン（Michael Jackson,
1958-2009）、マライア・キャリー（Mariah Carey, 1970- ）、ホイットニー・ヒュースト
ン（Whitney Houston, 1963-2012）、アバ（ABBA, 1972-1982）などとともに、史上最

































トーンズ以外に、ビートルズやジ・アニマルズ（The Animals, 1962-1969, 1977,





に、ザ・ヤードバーズ（The Yardbirds, 1963-68, 1992- ）やジョン・メイオール（John
Mayall, 1933-）やドノヴァン（Donovan, 1946- ）らも含まれたが、ビートルズはデビ
ュー当時こそブルーズの要素をもつ曲を演奏してはいたものの、次第に実験的な方向へと
向かっていったため、この流れには属さず、むしろストーンズとは対照的とされている13。













素は、ごく初期を除き、それほど濃厚に感じられるものではない」と述べている（中山 2012: 5）。 
14 《サティスファクション》はストーンズ初の全米 1位シングルとなった。なおイギリスではこの
曲がストーンズの 4曲めの 1位シングルとなった。またこの曲が収録された 1965年 7月発売のアル





























































































































１小節目の冒頭でヴォーカルは、主音の長 3 度上にあたる G#を歌う。しかし３小節目よ




















































































































マーソン（James Jamerson, 1936-83）は、ザ・ミラクルズ（The Miracles, 1955-1978,
1980-1983, 1993-2011）の《ゴーイング・トゥ・ア・ゴー・ゴー（Going to a Go-Go）》
という 1965 年の曲の中で、譜例４b のようなラインを弾いている。ここでは、２小節の
リフのうち、1 小節目の２～３拍目、および２小節目の１拍目で、表拍を休んで裏拍のみ
奏している。このように途中の拍で表拍を休みとするベースラインは、ドラブロスの研究
































表５ 《サティスファクション》における 1960 年代中盤ヒット様式の諸要素
終結方法 ···················· フェイドアウト
リフ ·························· 2 小節ギター・リフ
ドラミング ················· フォー・スネア・ビート






























もので、ザ・ヴェンチャーズ（The Ventures, 1959-）の 《急がば回れ（Walk, Don’t Run）》
(1960) などで聞かれる。cのパターンは非常に多くのアップテンポのエイトビートの曲で
聞かれるが、特にビートルズの《抱きしめたい（I Want to Hold Your Hand）》（1963）
のドラムはこれに相当する（ただしこの曲では手拍子がこれに重ねてbのパターンを叩い
ている）。dのパターンの代表例は、パーシー・フェイス（Percy Faith, 1908-1976）楽団
の《「避暑地の出来事」のテーマ（The Theme from “A Summer Place”）》（1960）であ
る。こういったパターンが、ヒット曲の大半を占めていた1960年代前半だが、1964年こ
ろから突如、aのパターンが登場して、大ヒットするようになっていた。例えばデイヴ・
クラーク・ファイヴ（Dave Clark Five, 1959-1970）の 《グラッド・オール・オーヴァ
（ーGlad All Over）》 (1963)は比較的初期の例だが、1964年になると、ハニーカムズ（The
Honeycomes, 1963-1967, 2004- ）の《ハヴ・アイ・ザ・ライト（Have I The Right）》
という1964年全米５位、全英１位の曲、プリティ・シングズ（The Pretty Things, 1963- ）
の《ドント・ブリング・ミー・ダウン（Don’t Bring Me Down）》 (1964)、ロ
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譜例５ 1960 年代前半のドラムパターン











































ジャック・フラッシュ（Jumpin’ Jack Flash）》（1968）、《悪魔を憐れむ歌（Sympathy for
the Devil）》（1968）、《ストリート・ファイティング・マン（Street Fighting Man）》（1968）、





















































Boy Williamson, 1912-1965）の《ブリング・イット・オン・ホーム（Bring It On Home）》
が挙げられる。譜例８a に示した通り、ここでは確かにギターの伴奏パターンで^5-^6-^









さらに、これらの前例では常に、^5-^6- ♭^7 には^1 の保続音、すなわち「トニック・
ペダル」が伴われているため、装飾的な色合いが強いだろう。












































たザ・ヤードバーズ（The Yardbirds, 1962-1968, 1992- ）の《ハート・フル・オブ・ソ






















リフの旋律素材 ·········· ^ 5-^6- ♭^7
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